
 

                                                       

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-168 高等学校 情報 情報Ⅰ  
※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

7 実教 情Ⅰ007-903 情報Ⅰ Flex 

 

１．編修の基本方針 

(1) 共通教科情報科で目指すべき「知識及び技能」と「思考力，判断
力，表現力等」を身に付けられるよう，学習内容の把握しやすさと授
業の進めやすさを考慮し，１項目につき見開き２ページを基本として
構成した。 

(2) 各見開きで学習する項目を理解しやすいよう，左ページ頭に該当す
る項目で学習する重要用語を「KeyWord」として提示した。 

(3) 各章に実習を用意するとともに，各章の学習に関してより深い内容
を「Step Up」としてまとめて掲載し，「学びに向かう力」を身に付け
られるようにした。 

(4) 各章で学んだ重要用語を確認できる「まとめ」や，学習内容の定着
を図る「章末問題」を章末に配し，学習内容の定着を図れるようにし
た。 

２．対照表 

（例） 
 

 
図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 
1 章  

情報社会と問題解決  

・情報社会の光と影など，情報社会の特徴

を説明するとともに，情報社会における良

き参画者となるべく，個人の責任を説いた

(第 3 号)。 

・問題解決の手順や手法，知識などを幅広

く身に付けられるよう留意した(第 1 号)。 

・個人情報やプライバシー，著作権などにつ

いて詳しく扱い，他者のもつ権利を尊重す

る態度を養えるよう留意した(第 3 号)。 

 

p.4～9 

 

 

 

p.10～15 

 

p.16～21 

2 章  

コミュニケーションと情報デザイン 

・章扉で紹介する，情報を支えた偉人として

1964 年の東京オリンピックでピクトグラム

を用いた案内板を作成したデザイナたちを

まとめた勝見勝を取り上げた(第 5 号)。 

・コミュニケーションおよび情報のデジタル

化，情報デザインの考え方や基本的な知識

を幅広く身に付けられるよう，イラストを多

用して解説した(第 1 号)。 

・解像度と画素の説明の題材として，花卉の

写真を用いた(第 4 号)。 

・学習者に身近な例を，イラストを用いて取

り上げることで，学習内容と日常生活とが

関連付けられるように留意した(第 2 号)。 

 

p.37 

 

 

 

p.38～59 

 

 

 

p.49 

 

p.39，p.52，

p.54～55，

p.57，p.59 

B5 判  192p 



 

3 章  

コンピュータと情報機器  

・情報機器について，学習者に身近な例をイ

ラストを用いて取り上げることで，学習内容

と日常生活とが関連付けられるように留意

した(第 2 号)。 

・コンピュータに関する基本的な技術や知識

を幅広く身に付けられるよう，イラストを多

用して解説した(第 1 号)。 

 

p.72～73 

 

 

 

p.74～81 

 

 

 

 

 

4 章  

プログラミングとモデル化  

・章扉で紹介する，情報を支えた偉人として

ブラウン運動の動きを表せる公式を確立し

た伊藤清を取り上げた(第 5 号)。 

・アルゴリズムの基礎や基本構造が理解しや

すいよう，図や表を用いて解説した(第 1

号)。 

・モデル化とシミュレーションの基本的な技

術や知識を幅広く身に付けられるよう，図

や表を用いて解説した(第 1 号)。 

 

p.93 

 

 

p.94～105 

 

 

p.106～113 

5 章  

ネットワークと情報システム 

・ネットワークや情報セキュリティに関する基

本的な技術や知識を幅広く身に付けられる

よう，図解を使って解説した(第 1 号)。 

・学習者に身近な例を，イラストや写真を用

いて取り上げることで，学習内容と日常生

活とが関連付けられるように留意した(第 2

号)。 

 

p.128～141 

 

 

p.130～131，

p.133 

6 章  

データベースとデータの活用  

・データベースの基本的な技術や知識を幅

広く身に付けられるよう，図や表を用いて

解説した(第 1 号)。 

・データの活用の基本的な技術や知識を幅

広く身に付けられるよう，図や表を用いて

解説した(第 1 号)。 

 

p.152～155 

 

 

p.156～161 

  

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

学校教育法第五十一条の各目標を達成するため，以下の点に留意し，本書を編修した。 

 ・中学校技術科「D 情報の技術」で学習した内容と関連のある項目では，中学校の学習事項を

確実に定着させたうえで「情報Ⅰ」を学習できるよう，脚注に中学校で学習した用語の一覧を掲

載した。（第五十一条の一） 

・将来の進路について，国内だけでなく世界へ興味関心をもつよう，章扉に「情報を支えた偉人」と

して国内外の人物を取り上げ，関連するエピソードや写真を扱った。(第五十一条の二) 

・社会において「情報Ⅰ」で学習する内容が社会のあらゆる場面とつながっていることを意識でき

るよう，多様な題材を掲載した。(第五十一条の二) 

・「情報Ⅰ」で学習する内容と日常生活との関連を，イラストや写真，例題など，さまざまな題材で

示し，社会について，広く深い理解を養えるようにした。(第五十一条の三) 

 
 



 

                          

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-168 高等学校 情報 情報Ⅰ  
※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

7 実教 情Ⅰ007-903 情報Ⅰ Flex 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色                    

(1) 本文  

各項ごとに学習内容を見開き２ページでまとめて掲載しています。豊富な図解や表，身近な例

をもとにした説明により，学習内容を理解しやすいよう留意しています。 

 

①導入(intro) 各項で学習する内容に関連する簡単な課題や作業を項タイトルの前に掲載

し，学習者の学習意欲を高め，学習目標の確認を図れるようにしています。 

②Key Word 各項で学習する内容で重要な用語を項タイトルの側に抜き出してまとめてい

ます。 

③QR コード 節タイトル横などに付けています。学習内容に関連した Web コンテンツや，

参考となる Web ページを通して学習することができます。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧ 

➈ 



 

④例題 具体例を示しながら，基本的な知識・技能の習得・理解を図っています。解

答例を一つのモデルとして，多様な見方・考え方をはたらかせることができま

す。 

⑤参考 本文の学習事項の補足や，さらに知っておくとよい内容を取り上げていま

す。 

⑥EXERCISE 見開き２ページの最後に，その項で学んだことを踏まえた課題に取り組み，

知識・技能，思考力・判断力・表現力が身に付けられるようにしています。 

⑦Remember 中学校技術科「D 情報の技術」で学習した用語を掲載しています。中学校

で学習した項目の振り返りに活用できます。 

⑧ページ番号 各ページに付しているページ番号について，十進法による表記だけでなく，

情報でよく用いられる二進法と十六進法による表記も併記しています。 

⑨パラパラ漫画 動画の仕組みを体感できるよう，右ページの右下に掲載しています。４章

StepUp で取り上げた線形探索のアルゴリズムの動きが学べるようになってい

ます。 

(2) 実習  

    各章で学んだ内容をもとにした実習です。理解力を高めるとともに，思考力や判断力が養えるよ

う留意しています。コンピュータなどを使用して１～２時間で行える題材を掲載しています。 

 

 

①問題提起 学習者が親しみを覚えるよう関連したイラストとともに，各章で学習した内容に関

した実習問題を提起しています。 

②TRY 実習を踏まえた課題で，より深い内容に踏み込んで取り組めるよう実習の最後に

掲載しています。学習者の「学びに向かう力」を高められるよう留意しています。 

① 

② 



 

 (3) Step Up 

   各章で学習した内容を踏まえ，さらに深い事項を取り上げています。 

 

①Link 関連している項または実習のページを提示しています。 

 (4) まとめ 

 各章で学習した重要用語を章末

に解説とともにまとめています。学

習内容の振り返りや確認などに活

用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (5) 章末問題 

 各章で学習した内容の定着を図れるよう，章末に掲載

しています。各問題の横には，関連している内容が掲載

されているページ数と，必要に応じてヒントを掲載してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 



 

 (6) 章扉・巻末など 

 章扉でその章に関連する歴史上の偉人を取り上げ，学習者の興味を喚起できるよう工夫を施

しています。また，より深い学びを促す内容や，学習の助けになる内容を巻末にまとめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・章扉(①参照) 
章に関連する歴史上の偉人について，Before・Action・

After の３コマで功績を紹介しています。 

・著作権法と個人情報保護法  

に関する資料 

著作権法と個人情報保護法について，基本的な考え方と，重要

な条文の解説を掲載しています。 

・Web ページの構造(②参照) 情報デザインの構造化の理解に有用な Web ページの構造につ

いて，HTML・CSS の基礎とともに掲載しています。 

・表現の技法(③参照) 情報デザインの理解を深めるため，色の表現と情報の表現につ

いて，具体的な例を示した解説を掲載しています。 

・Python の基本構文の概要

(④参照) 

本書の 4 章で扱う Python の基本構文の概要について，具体

的な例を示しながら掲載しています。 

・表計算ソフトウェアの利用  １章の「アンケート集計」，4 章の「シミュレーション」，6 章の「デ

ータの活用」などで使用する，表計算ソフトウェアの基本的な操作

を掲載しています。 

・さまざまなプログラミング 

言語とプログラム例(⑤参照) 

 本書で扱う Python のほかに，JavaScript，表計算マクロ言

語について，三つの基本構造を用いたプログラムの例を示していま

す。各言語の特徴がつかみやすいよう，表形式にして一覧で掲載

しています。 

・キーボードの基本操作 コンピュータを操作する際に使用するキーボードを B5 サイズの

ノート型パソコンと同じ大きさで掲載しています。「ローマ字・かな

対応表」，「おもな記号の入力の仕方と読み方」とともに，主要な

「ショートカットキー」と「ファンクションキー」の機能もまとめて掲載

しています。 

・電子メールの利用  SNS やメッセージアプリなどに慣れた学習者にとって馴染みの薄

い電子メールについて，送信画面の見方とともに，作法とマナーに

ついて，学習者が親しみやすい対話形式でメッセージアプリと比較

しながら説明しています。 
 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 



 

２．対照表 

 
（例） 
 
 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当 
時数 

 

 

 
1 章 1 節  
情報社会の特徴  

(1)情報社会の問題解決 ア(ウ) 
(1)情報社会の問題解決 イ(ウ) 

p.4～9 
3 

1 章 2 節  
問題解決  

(1)情報社会の問題解決 ア(ア) 
(1)情報社会の問題解決 イ(ア) 

p.10～15 
p.28～29 

5 

1 章 3 節  
情報社会における法規と制度  

(1)情報社会の問題解決 ア(イ) 
(1)情報社会の問題解決 イ(イ) 

p.16～21 
3 

 1 章 4 節  
情報セキュリティ 

(1)情報社会の問題解決 ア(イ) 
(1)情報社会の問題解決 イ(イ) 

p.22～27 
p.30～31 

4 

2 章 1 節  
メディアとコミュニケーション 

(2)ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ ア(ア) 
(2)ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ イ(ア) 

p.38～41 
 

2 

2 章 2 節  
情報のデジタル表現  

(2)ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ ア(ア) 
(2)ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ イ(ア) 

p.42～51 
p.64～65 

6 

2 章 3 節  
情報デザイン 

(2)ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ ア(イ) 
(2)ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ イ(イ)  
(2)ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ ア(ウ) 
(2)ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ イ(ウ) 

p.52～59 
p.60～61 
p.62～63 

7 

3 章 1 節  
コンピュータの仕組み 

(3)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ア(ア) 
(3)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ イ(ア) 

p.72～77 
p.84～85 

4 

3 章 2 節  
コンピュータによる演算  

(3)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ア(ア) 
(3)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ イ(ア) 

p.78～81 
p.82～83 
p.86～87 

4 

4 章 1 節  
アルゴリズム 

(3)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ア(イ) 
(3)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ イ(イ) 

p.94～97 
2 

4 章 2 節  
プログラム 

(3)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ア(イ) 
(3)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ イ(イ) 

p.98～105 
p.114～115 
p.116～117 

8 

4 章 3 節  
モデル化  

(3)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ア(ウ) 
(3)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ イ(ウ) 

p.106～109 
2 

4 章 4 節  
シミュレーションによる問題解決  

(3)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ア(ウ) 
(3)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ イ(ウ) 

p.110～113 
p.118～119 

4 

5 章 1 節  
情報システム 

(4)情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸとﾃﾞｰﾀの活用 ア(イ) 
(4)情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸとﾃﾞｰﾀの活用 イ(イ) 

p.128～131 
2 

5 章 2 節  
ネットワーク 

(4)情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸとﾃﾞｰﾀの活用 ア(ア) 
(4)情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸとﾃﾞｰﾀの活用 イ(ア) 

p.132～135 
p.142～143 

3 

5 章 3 節  
情報セキュリティ 

(4)情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸとﾃﾞｰﾀの活用 ア(ア) 
(4)情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸとﾃﾞｰﾀの活用 イ(ア) 

p.136～141 
p.144～145 

4 

6 章 1 節  
データベース 

(4)情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸとﾃﾞｰﾀの活用 ア(イ) 
(4)情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸとﾃﾞｰﾀの活用 ア(ウ) 

p.152～155 
p.162～163 

3 

6 章 2 節  
データの活用  

(4)情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸとﾃﾞｰﾀの活用 ア(ウ) 
(4)情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸとﾃﾞｰﾀの活用 イ(ウ) 

p.156～161 
p.164～165 

4 

 計 70 
  

 
 


